
本庄農林振興センター管内

農地維持 円
資源向上
（共同）

円
資源向上
(長寿命化)

円

【認定の対象となる資源の状況】

ha 399.73 ha 0 ha 5,100 m 83,900 m 57,800 m 0 箇所 136,700 m

【活動組織の構成員】

1,550 人

17 人

令和４年度

ふりがな ほんじょうしこういきのうそんかんきょうほぜんきょうぎかい 活動開始
年度

平成28年度
活動組織名 本庄市広域農村環境保全協議会

ふりがな ほんじょうしほんじょう
現活動期間 R３～R７

所在地 本庄市本庄３－５－３

交付金額（基本） 14,861,100 864,660 0

※交付金額は、交付単価に基づいた金額を記入しています。

　本地域は本庄市北部の土地改良区域が中心であり、利根川や備前渠川に沿って豊かな
農地が広がっている。土地改良事業施工から30年以上が経過しており、排水路内の土砂の
堆積や、急斜面のため草刈が不十分な箇所が点在していた。
　このような状況に直面し、当組織は農地機能の維持・改善のため用排水施設等管理組合
などの地域管理団体を母体として発足した。令和２年度からは、ほ場整備を推進している地
区の向田用水組合を加え、農用地の保全管理、農業施設の維持管理活動を実施している。
主な活動は農地の草刈や清掃活動、水路の浚渫である。
　また、一部の地域では地域管理団体に加え、自治会やPTA活動と連携し、景観形成活動
に力を入れている。
　本交付金を活用することで、今まで不十分であった施設の維持管理が適切に実施できるよ
うになっている。

　(　手作業による草刈　) （　　機械による草刈　　） （　水路の泥上げ作業　）

　人力での草刈や浚渫が困難だった箇所まで管理を行き渡らせることで、活動区域内の環
境保全体制の強化に努めていく。
　令和４年度からは小和瀬農村環境保全協議会と合併し、より広域的かつ包括的に活動の
推進を図っている。
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農業者　　： 　主な構成
　団体名

用排水施設等管理組合・小和瀬用排水組合・滝瀬用排水組合・堀
田用排水組合・向田用水組合・宮戸用排水組合・宮戸自治会・宮戸
PTA非農業者 ：

主な活動 又は 特色ある活動

今後の取組について


